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消防操法大会操法統一事項  

１ 統一事項 

(1) 出場隊共通事項 

① 出場隊の服装は、「消防操法大会実施要綱」の定めを遵守し、努めて質

素なものとする。 

② 新しい活動服で襟の部分までボタンがある場合は、第１ボタンをはずし

てもよいものとする。 

③ 送水圧力計を一定圧以上あがらないようセットするなどの工作は、しな

いこと。疑わしい場合は審査班長の判断で、競技終了後に試験を実施して

失格等の措置をとる。 

 

(2) ポンプ車・小型ポンプ・小型ポンプ積載車★に関する共通事項 

① 指揮者が開始報告、終了報告したとき、受礼者（報告受領者★）は「よ

し」と答える。（２０回） 

② 放水停止線等について「停止線等の足の例示図」のとおりとする。  

③ 筒先の取手等を持って走らない。（１１回） 

④ 筒先を担ぐときは、プレイパイプ上部を持って担いでもよいが、左手は

背負いひもの中央とする。（２０回） 

⑤ 吸管搬送時、体の向きはストレーナー側とし、顔の向きは水利側とする。  

⑥ 補助員の吸管投入補助時機及び操作は籐かごが水面についた時点から押

し込む等の操作をしてもかまわない。（２０回）  

⑦ 吸管投入後の吸管は蛇行した状態でもよい。  

⑧ 吸管控綱の余剰部分の処理については、規定しない。長さの計測は行わ

ないこととする。（２０回） 

⑨ 控綱が何かにひっかかったり、結びが出来てしまった場合は、担当の番

員が修正する。（２０回） 

⑩ 控綱の端末の取り付け位置は籐かご付近でよい。 

⑪ 吸管補助員は、枕木取り付けのためポンプ車の部の３番員・小型ポンプ

の部の２番員・小型ポンプ積載車の部の２番員★が吸管に手をかけた時点

で吸管を持ち上げてもよい。（２０回）  

⑫ 枕木に吸管と控綱を一緒に取り付けないこと。（２０回） 

⑬ ホースに足が触れた程度では蹴飛ばしとみなさない。又、スロットル調

整時、ホースに接触してもよい。（２０回） 

⑭ ホース展張時、左手はホースに添えとなっているが、親指は上から押さ

えてもよい。（２０回） 

⑮ ポンプ側でおおむね２ｍの余裕ホースを取るときは、ホースに配意する

ときに後方に引いて確保し、放口に結合してもよい。（２０回） 

⑯ 火点側余裕ホース修正に伴うホースの引きずりについては、結合金具が
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移動しない範囲であればよい。 

⑰ ホースの結合後、操作員はおす金具付近を踏んだ状態のまま発進しては

いけない。（１１回） 

⑱ ホースの展張、ホースの結合離脱、筒先の結合離脱時の足先とは、土踏

まずにかかってもよいものとする。結合確認は、はかま部分で行うが、親

指が金具にかかってもよい。（２１回） 

⑲ ホースに沿う場合は、おおむね１ｍ以内に体があればよい。（２０回） 

⑳ 全てのホースにおいて、ホース展張の際、左右にそれた場合は、ホース

に沿って走らなければならない。 

㉑ 伝令と復唱は、重複してはならない（合図も含む）（２０回） 

㉒ 筒先員が火点側の余裕ホースを作成する際、ホースをたぐり寄せる時は

後方（ポンプ側）を見ながらたぐり寄せてもよい。（２０回） 

㉓ 筒先員担当員が余裕ホースを取った後の継ぎ足はしなくてもよい。（２

０回） 

㉔ 筒先員が余裕ホースを取った後前進する場合は、基本注水姿勢に準じた

姿勢とする。（１１回） 

㉕ 指揮者の火点指揮位置の「１番員の斜め右前方、おおむね３ｍ」とは、

１番員の左右足位置に関係なく、斜め右前方、おおむね３ｍあればよい。

（２０回） 

㉖ 指揮者の火点状況監視・鎮圧状況監視は、目視でもよいものとする。（２

０回） 

㉗ ノズル操作時、右手を中央付近に移動させ筒先を抱えるが、確実に抱え

るため中央からずれても左右の手が離れていれば中央とみなす。（２０回） 

㉘ とび口を地面に置くときや地面から拾い上げるときは、両手（交差して

かまわない）で行う。（２０回） 

㉙ ポンプのボタン式等自動揚水装置は、使用してよいものとする。なお、

使用した場合は、あえて手動揚水動作は必要ない。（２２回） 

㉚ 真空時及び筒先閉鎖時、一時的にゲージが圧力０．４ＭＰａ（４㎏／㎠）

を超えてもよい。（１１回） 

㉛ 計器の振れについては、振れの中心で圧力の確認をする。（２０回） 

㉜ 標的を落とした後の圧力及び筒先員交替時の圧力は下げてはいけない。

（１１回） 

㉝ 収納以前にエンジンが停止した場合、再始動すること。  

㉞ 機関員が余裕ホースを配意する場合は、いったん火点に向いて姿勢を正

し右（左）足を横に開き配意すること。（２２回） 

㉟ 第１線延長、第２線延長及び放水中止時において、放口コックを全開ま

たは全閉する場合は、徐々に開閉するものとし、急速にコックを開閉しな

いこととする。（２５回） 

㊱ ホースの展張要領は、「右足先でめす金具近くを押さえ、右手でおす金

具を確実に保持し、左手はホースに添えて展張方向を定め、前方へ転がし
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て展張する。」となっているが、前方に転がす前までに、右手・左手・右

足先の３点が完了していればよい。 (２９回) 

㊲ 点検報告では、各隊員は指揮者に相対する。指揮者は各隊員の報告に頭

を動かし受領する。(２９回) 

 

(3) ポンプ車に関する事項 

① 下車時、火点監視は必要ない。（２０回）  

② 下車時の体の向きは火点側、車体側のいずれに向いてもよい。  

③ ホースを立てて積載することが困難な場合、床に板を置く工作を行って

もよい。（ホースの積載位置は奥行き３０㎝以上とする。）  

④ ホースを積載部から取るときは、引き寄せる等の操作をしてもかまわな

い。また、動作については規定しない。ただし、担ぎ方は実施要領どおり

とする。（２０回） 

⑤ ２番員・３番員の第２ホースを「搬送に便利な位置に置き」とは、第１

ホースの左右どちら側の位置でもよいものとする。（２０回） 

⑥ 吸管伸長時、タイヤハウス上の吸管受け、ステップ上の吸管受けから吸

管を外す必要はない。また、ウインカー等のボックス上を伸長してもよい。

（２０回） 

⑦ とび口の積載位置が高く、ステップ等に乗らなければ、とび口を取るこ

とが出来ない場合は、安全第一な方法でステップ等に乗って取り外し、両

足が地面に着いた以降「操法実施要領」による、とび口を持った構えをす

ればよいものとする。（２０回） 

※とび口は積載位置に固定せず、固定金具の上部に置いた状態を定位とす

る。★ 

⑧ 注水補助をする際、補助部署が確保出来ない場合は、ホース修正しなが

ら注水補助位置にいたってもよい。（１１回）  

⑨ 第２線延長開始の時機は、３番員が定位についた後、約１０秒とする。  

⑩ 収納時、ポンプレバーを操作する時ドアは開けたままでもよいし、閉め

たままでもよい。（２０回） 

⑪ 使用するポンプ車は、必ず事前審査を受けることとする。（２４回）  

※写真審査の実施。★ 

 

 

(4) 小型ポンプに関する事項 

① 控綱を縛着する場所のないポンプは、フックを取り付けてもよい。（２

０回） 

② １番員が、第１ホースを取るとき、ホースと管そうの間に足を入れては

いけない。（１１回） 

③ 吸管バンドは市販されているバンドとする。（マジックバンドは不可）

（１１回） 



- 72 - 

 

④ ベルト式の吸管バンドは、ベルト通しから三角部分が出ていればよい。

（２０回） 

⑤ とび口収納は、水利側を向いていたり、火点側に向きとび口を置くか、

又は右向け止まれ（開脚）の要領で停止し、その後火点側を向きとび口を

置く。（１１回） 

⑥ 筒先員交替の時機は標的を倒した後とする。 

⑦ 筒先員交替時、指揮者が左足を斜め後方に半歩下げるとなっているが、

１番員の左足横付近でもよい。（２０回） 

⑧ 筒先員交替時、１番員が「右足を指揮者の右足近くに１歩踏み込むと同

時に右手で取手を確実に握り」となっているが、取手を握るのが先になっ

てもよい。（２５回） 
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(5) 小型ポンプ積載車に関する事項（ポンプ車に関する事項より）  

【ポンプ車に関する共通事項】から抜粋（番号は抜けがあります）  

① 下車時、火点監視は必要ない。（２０回）  

② 下車時の体の向きは火点側、車体側のいずれに向いてもよい。  

④ ホースを積載部から取るときは、引き寄せる等の操作をしてもかまわな

い。また、動作については規定しない。ただし、担ぎ方は実施要領どおり

とする。（２０回） 

⑤ １番員の第２ホース★を「搬送に便利な位置に置き」とは、第１ホース

の左右どちら側の位置でもよいものとする。（２０回） 

⑥ 吸管伸長時、タイヤハウス上の吸管受け、ステップ上の吸管受けから吸

管を外す必要はない。また、ウインカー等のボックス上を伸長してもよい。

（２０回） 

⑦ とび口の積載位置が高く、ステップ等に乗らなければ、とび口を取るこ

とが出来ない場合は、安全第一な方法でステップ等に乗って取り外し、両

足が地面に着いた以降「操法実施要領」による、とび口を持った構えをす

ればよいものとする。（２０回） 

※とび口は積載位置に固定せず、固定金具の上部に置いた状態を定位とす

る。★ 

 

 

(6) 小型ポンプ積載車に関する事項（小型ポンプにに関する事項より） 

【小型ポンプに関する事項】から抜粋（番号は抜けがあります）  

⑥ 筒先員交替の時機は標的を倒した後とする。 

⑦ 筒先員交替時、指揮者が左足を斜め後方に半歩下げるとなっているが、

１番員の左足横付近でもよい。（２０回） 

⑧ 筒先員交替時、１番員が「右足を指揮者の右足近くに１歩踏み込むと同

時に右手で取手を確実に握り」となっているが、取手を握るのが先になっ

てもよい。（２５回） 

● ※積載ホースはめす金具を手前にし、めす金具が浮かないように３本を

積載する。（ホースの間隔は問わない。）★ 

● ※ホース積載位置が高いこと等により、ホースの取り出しが困難な場合

は、金具を外す等の最小限の工作をしてもかまわない。★  
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